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・共働き家庭であっても、４歳から幼稚園を利用することが多い本村の幼児教育体制について

・幼稚園の特別保育（土曜日の保育時間・長期休暇中の弁当）について

・本村の介護保険料は県下一の高額となった。今後、介護予防が重要になってくるが取り組みと計画は

・ふれあいセンターが社会福祉協議会へ移行された経緯は

・ふれあいセンター及びサークル活動の活性化が必要と考えるが取り組みについて

　物価の高騰や最低賃金の上昇など、村民、村内事業者の不安定な生活は続いている。

　現在と一昔前では、同じ金額だと受けれるサービスや負担も違う。できる範囲で事業の補助率の見直しを行うべきではないか。

　現在、耐震化の補助金がないと聞いた。県からの追加の事業枠は受けれるのか。

　無い場合、村単独事業で耐震化を進めるのか。

・不登校児童・生徒の現状について。

・健康診断を受けていない児童、生徒はいるのか。

・個人で受ける事は可能か。

・学校医以外でも受診出来るか。

・行政・教育機関（保育所・幼稚園含む）へのハラスメント行為に対する現状は。相談窓口や対応マニュアルなどはあるのか。

　３月議会でこれまでの政策を総括しているが、その内容について改めて聞く。今後の芸西村について 村　長濱田 圭介
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